
 番号 意見 回答

 １ ・学識経験者はより頻繁に現状視

察を実施し問題点の改善案を創

るー鹿害、希少動植物提言 

 

 

・ネイチャーポジティブ、カーボン

ニュートラルなど入門学習を小

学校時代から実施するー指導は

地元ボランティアから募る 

 

・「箕面の森の守りびと」などボラ

ンティアを有効活用する

・「増加したシカによる食害」や「希少

動植物の保護」など、生物多様性の

取組は、専門性が高く、学識経験者

等の知見は重要と考えており、今後

も連携して取り組みます。 

・環境学習については、各小学校の各

学年において創意工夫しながら様々

に実施しています。いただきました

ご意見は、今後の参考にさせていた

だきます。 

・「箕面の森の守りびと」は、みのお山

麓保全委員会が募集するサポート会

員であり、山麓保全の取組には、「箕

面の森の守りびと」を含めたボラン

ティアの皆様のご協力が不可欠で

す。ボランティアの皆様が今後も活

動していただけるよう、継続的に支

援します。

 ２ ・「環境問題に対する世界的潮流」

で述べられていますが、箕面市の

山地、および里地においては、基

本、物多様性の回復を目指す「ネ

イチャーポジティブ」の考え方で

この計画を進めていただきたい 

。 

・「希少種の分布状況」についての

記述についてこの部分について

は、訂正を求めます。 

・「マツバラン、ヤチスギラン、ミズ

ニラなどの分布も記録されてい

ます。植物相はシダ類が豊富で、

ナチシダは府内唯一の産地にな

っていますが、希少種のため分布

は限られています」（P.２１）。 

ヤチスギラン、ミズニラ、この両

・「ネイチャーポジティブ」は、自然環

境を回復し、より豊かにすることを

目指す国際的な目標です。箕面市で

も山なみや里山の自然環境は、これ

まで山麓保全活動などを通じて、維

持・保全に努めており、今後も継続

して取り組みます。 

・P.21 に記載の希少種の分布状況は、

2001年大阪府環境農林水産部緑整備

室監修の大阪の自然ガイドブックな

どの資料に基づく記載となっていま

す。いただいたご意見を元に、専門

家に確認したところ、「ヤチスギラ

ン」、「ミズニラ」については、箕面市

内において自生が確認されていない

とのことです。また、箕面市はシダ

植物が豊富な地域として知られてい

箕面市みどりの基本計画改訂版（素案）についての 

市民意見に対する市の回答



 種については、現在、箕面市にお

いて自生は確認されていないと

思います（もし、確認があるので

したら訂正いたします）。私が知

っている情報では、ミズニラは箕

面市に隣接する豊中市野畑、ヤチ

スギランは能勢町中人、山辺でし

か記録はありません。 

　・「植物相はシダ類が豊富」、これ

は過去の話で、現在では、イワヒ

メワラビ、ウラジロ、コシダ、オ

オバノイノモトソウなどシカが

食べないごく限られたシダが繁

茂し、貴重なシダはすでに絶滅、

あるいは絶滅寸前の状況にあり

ます。 

・「ナチシダは府内唯一の産地にな

っていますが、希少種のため分布

は限られています」 

ナチシダは、箕面市が大阪府唯一

の自生地でした。しかしながら、

大阪府に隣接する和歌山県、奈良

県では、温暖化と「シカが好まな

いシダ」であるため、ナチシダの

分布域の拡大や個体数の著しい

増加がみられる地域が増えてお

り、大阪府も今後このような経過

をたどる可能性がある。実際、箕

面市ビジターセンタ―から才が

原池に通じる道路沿いで、胞子か

ら生育した若いナチシダの１個

体を確認している（２０２５年現

在）。 

 

・私の提言としては、まずササユリ

の名前をあげて、是非、「箕面市の

ましたが、シカによる食害の影響な

どにより、希少な植物が減少してい

るとのことから、この部分の記載は

訂正いたします。貴重なご意見をあ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ササユリを含む個別の希少種の保全

は、重要と考えています。ササユリ



 花」であるササユリの保全につい

て、この計画に加えていただきた

いと思います。ササユリは、里山

環境の減少やシカの食害、盗掘に

より個体数が激減し、長野県など

多くの地域で準絶滅危惧種や絶

滅危惧種（絶滅危惧ⅠA類など）

に指定されています。 

 

参考 

みのお山なみネット 

https://yama-

nami.net/%E7%94%9F%E3%81%8D%E7

%89%A9%E3%81%AE%E5%A4%9A%E6%A7

%98%E6%80%A7%E4%BF%9D%E5%85%A8

/2020/06/10/21824/ 

 

・３●希少種・生物多様性の保護 

希少植物種へのシカの食害 

箕面市の山地～南麓に、至急、防

鹿ネットの広範囲に設置をする

必要があります。希少な植物はも

ちろん、多くの普通に見られた植

物が絶滅あるいは絶滅に瀕して

います。ネイチャーポジティブの

方向で、昭和 30 年代に見られた

植生への回復を目指すべきであ

る。現在、才が原池周辺で防鹿ネ

ット設置が行われ、植生回復の効

果は実証されつつあります。さき

に述べた、「箕面市の花」であるサ

サユリは栽培が難しく、自然環境

の下での保全が望ましい。その自

生環境を維持するためにも防鹿

ネット設置は不可欠である。環境

省・農林水産省は２０２８年まで

の保全については、山麓保全活動の

ひとつとして、市民団体による保護

活動が行われており、市としてもこ

れらの活動を支援しているところで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・箕面市の山間・山麓部では、シカによ

る食害防止、生物多様性の保護のた

め、山麓保全活動において防鹿ネッ

トの設置を行っており、今後も植生

回復や災害リスクの低減のため、関

係団体と連携し、支援を行っていき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 延長してシカの頭数制限（半減）

を掲げていますが、箕面市におい

てこれが実現できるとは思えな

いです。これ以上、シカの食害が

進むと大雨の際、土砂崩れなどの

災害の危険性が増大すると考え

られます。現在すでに、シカの食

害で危険な状況である場所が何

箇所も存在します。滋賀県伊吹山

で 2023 年 7 月の豪雨による土砂

災害が起きており、シカの食害が

原因とされています。そうなれ

ば、災害後、箕面の山へは入山で

きなくなることもあり得ます。ハ

イキングなど楽しむ市民の山で

はなくなります。 

参考　滋賀県伊吹山のシカ食害

と土石流 

https://www.youtube.com/watch?

v=pUdBaDQAO3c 

伊吹山は現在も入山できません。 

 

・４③ 希少野生生物の生息状況の

把握 

（２）農地やため池の保全 

ため池は、オアシス空間として、

水と親しみ、潤いのある水辺環境

への活用を検討します。また、動

植物の生息環境として水面及び

法面堤防の維持管理を適切に行

い、良好な植生・生息環境を維持

することで、水生生物・水生植物

の保全を図ります。 

市内のため池には、防災の観点か

ら水位を低くしている池が複数

存在しております。そのような池

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ため池の水位を通常よりも低く保つ

管理は、堤体への負担を軽減し、決

壊リスクを低減させる安全確保や、

大雨時に貯水容量を確保し、下流へ

の急激な流出を防ぐ洪水対策に有効

です。 

・低水位管理による影響と生物保護の

観点については、ため池の管理手法

に関する専門的知見を参考にしつ

つ、維持管理の方法や費用などの課

題を踏まえ、関係者の意見も参考に

しながら、今後も検討していきます。 

 

 



 では、本来は水辺にしか生育しな

いヨシやガマなどが異常繁茂し、

池の大半がそのような状態にな

っている池もあります（例：今宮

の沼田池）。「動植物の生息環境と

して水面及び法面堤防の維持管

理を適切に行い、良好な植生・生

息環境を維持することで、水生生

物・水生植物の保全を図ります」

とは真逆です。また、枯れたヨシ

が燃えやすく、冬季の大火災につ

ながる危険性もあり、好ましい状

況ではありません。箕面市のため

池に生育していた多くの水生植

物は、１９７０年代、護岸工事に

よる水質変化で多くが絶滅しま

した。しかし、水生植物のタネの

寿命は長く、冬季にため池の水を

抜き、その後水をためる方法で水

質改善すれば、絶滅した水生植物

の復活が望めるかもしれない。 

「オアシス空間として、水と親し

み、潤いのある水辺環境への活用

を検討します」　私は里地・里山

のため池でこれを実施すること

には賛成しかねます。日本各地

で、このような活動で、多くの水

生植物が絶滅しました。昭和時代

のため池環境にもどさないと水

生植物の復活は望めそうにあり

ません。もちろん、このようなニ

ーズが市民からあるのは理解で

きます。それであれば、箕面萱野

のように、市街地で人工的に作成

するのがよいと考えます。 

才が原池の水位が異常に下げら

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 れています。それによる水質悪

化、ひいては、景観が台無しにな

っております。生き物の生態系へ

の悪影響は予想がむずかしく、そ

れに気づいた時点では手遅れに

なることが多くあります。至急、

もとの水位に戻すよう要望しま

す。 

 

・５　次世代に「みどり」の大切さ

を伝えるため、箕面市内の小学

校、中学校における「みどり」、つ

まり植物の大切さを伝える教育

の実施およびそれに対する助成

を望みます。動物や魚、昆虫など

と違い、子どもたちの多くは植物

にあまり関心を示しません。であ

れば、植物について、教育すべき

です。市内では、かつて小学生に

植物の光合成を学習させる活動

などが行われていたと聞いてい

ます。また、ビジターセンターへ

のオレンジゆずるバス運行の是

非検討していただきたい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境学習については、各小学校の各

学年において創意工夫しながら様々

に実施しています。いただきました

ご意見は、今後の参考にさせていた

だきます。

 ３ ・私は、箕面の山を歩きながら箕面

の自然を写真（風景、草花、樹木、

昆虫等）に写し、それらの写真を

NPO山麓保全委員会や箕面ナチュ

ラリストクラブに提供しビジタ

センターだよりの発刊、箕面ナチ

ュラリストクラブのノート発刊

の手助けを行い、箕面の自然を箕

面に来られる皆様に伝えていま

す、そして楽しんでもらっていま

す。今私が危惧しているのは、才

ケ原池の減水で貴重な生物（マミ

・ため池の水位を通常よりも低く保つ

管理は、堤体への負担を軽減し、決

壊リスクを低減させる安全確保や、

大雨時に貯水容量を確保し、下流へ

の急激な流出を防ぐ洪水対策に有効

です。 

・低水位管理による影響と生物保護の

観点については、ため池の管理手法

に関する専門的知見を参考にしつ

つ、維持管理の方法や費用などの課

題を踏まえ、関係者の意見も参考に

しながら、今後も検討していきます。 



 ズクラゲ、ベニイトトンボ等）が

消えようとしていることです。豊

かな箕面の自然を後世に残すの

は私たちの責務と考えます。才ケ

原池の水位を元に戻していただ

きたい。 

・箕面の森は、シカの食害を大きく

受けて幼木は生えずシカの嫌い

な樹木とシダが生えているだけ

で、枯れ葉しかない土壌になって

います。このままシカの駆除をし

なければ、山の斜面の土は雨のた

びに流され土石流の原因にもな

るでしょう。シカを駆除（頭数制

限）し幼木が生える山に戻す努力

をしていただきたい。狩猟をする

方々に最大限の支援をしていた

だきたい 

・街路樹を沢山植え緑の多い街、樹

木の花が楽しめる街にしていた

だきたい。滝道にも貴重な植物が

生えておりそれを楽しみにして

いる方も多くいます。むやみに切

らない様に公園の管理をしてい

ただきたい。

 

 

 

 

 

 

・箕面市の山間・山麓部では、シカによ

る食害防止、生物多様性の保護のた

め、山麓保全活動において防鹿ネッ

トの設置を行っており、今後も植生

回復や災害リスクの低減のため、関

係団体と連携し、支援を行っていき

ます。 

 

 

 

 

 

・街路樹や公園樹については、市街地

のみどりの質の向上のため、適正に

維持管理していきます。 

滝道を含む府営箕面公園の適正な管

理については、管理者である大阪府

にご意見があったことを伝えます。 

 ４ ・箕面市みどりの基本計画の素案

を拝見しました。計画の実行にあ

たり、将来的な財政負担の見通し

を明確に示していただきたいで

す。特に、事業費の総額、年度ご

との支出見込み、財源の内訳を可

能な範囲で公表してほしい。 

 

 

・また、成果指標（数値目標）と評

価・見直しのルールを明文化し、

・箕面市みどりの基本計画は、みどり

の将来像を実現するための施策を定

めるもので、基本計画の方針のもと、

個別の事業を検討し進めていくもの

です。このため、将来的な財政負担

の見通しを示すことは困難ですが、

４つの目標水準を定め、「みどりの

量」と「みどりの質」について各取組

の進捗状況を確認します。 

・本計画において、計画の評価、検証、

見直し等は、PDCA サイクルに基づ



 未達時の改善プロセスも示して

ほしい。市民が継続的に検証でき

る仕組みを求めます。

き、施策の実施状況や目標の達成状

況を目標年次・中間年次に検証・評

価し、社会情勢の変化なども踏まえ

て、必要に応じて計画の見直しを行

うことを定めています。 

・個別の事業を実施する際には、必要

な事業費について精査し、市議会の

議決を得たうえで進めていきます。

 ５ ・（１）「みどりの基本計画」の有効

性について（特にため池につい

て） 

２０１２年の改訂で、山間・山麓・

市街地のみどりが守られ増やさ

れることになりました。ため池

も、農業用のみならず、防災機能

とともに生きもののすみかとし

ても機能することが期待される

ことになりました。ところが実際

には、蓮池（澄田池）・西の池・曲

り池（半分）・川合３池などが埋め

たてられてしまいました。何か

「基本計画」が「絵に描いた餅」

になってしまっています。なぜで

しょうか。河川については「河川

法」で「治水・利水・環境」の３

本柱が同等に重視されています。

ため池についても「環境（生物多

様性）」が同等に重視され、地域や

専門家の意見が、河川の「流域委

員会」のように反映されるべきで

はないでしょうか。 

今回の改訂素案にも「農地やため

池の保全」はうたわれています

が、それが有効に実現するための

システム（情報交換・意見交換の

場や行政機構）がなければ、また

・ため池は主に農業用として農業者な

どが管理しており、適正に管理する

ことにより、ため池の多面的機能が

維持されています。しかし、高齢化

や担い手不足などによる農地の減少

に伴い、ため池の利用価値が低下し、

維持管理の課題や老朽化による安全

面の課題から、埋め立て、土地利用

転換が行われる場合があります。 

・蓮池については、都市計画公園の区

域に設定されており、公園用地とし

て市が取得し、大型の遊具整備やボ

ール遊びなど多目的に使用できるグ

ラウンド整備、桜の植樹などを行い、

「みどり」の広場として活用してい

ます。曲り池については、都市計画

道路以外の水面を残し、水景利用を

行うなど、みどりの保全に努めてい

ます。 

・ため池の保全と生物保護の両立に

は、専門的知見を参考にした維持管

理の方法や、維持管理に要する費用

などの課題を踏まえ、関係者の意見

も参考にしながら、いただいた意見

を参考に、今後も検討していきます。 

 

 

 



 もや「絵に描いた餅」になってし

まいます。ため池も、埋め立てら

れはしないけど、防災（治水）の

ために、水の流入速度の小さい池

でも極端に水位を下げられたり

しています。そのために、景観や

生物多様性が犠牲になっていま

す。 

 

・（２）シカの食害対策は急務（みど

りを守るために） 

　箕面の山なみは、遠景ではとても

すばらしいですが、中に入ってみ

ると、下草などが減り単調になっ

ています。これは、主にシカの食

害によるものだと思われます。放

置すると、森が乾燥し脆弱になっ

て、 

　土砂災害や山林火災の遠因とな

ってしまいます。また、森の生き

ものが、どんどん多様性を失って

いき 

　ます。シカの食害対策として、防

鹿ネットだけでは不十分で、根本

的にはシカの頭数管理が必要で

す。 

猟友会への支援や「ジビエ」の普

及、市民の理解を得て食肉処理施

設（止々呂美などに）の建設を考

えるべきでしょう。 

 

・（３）外来生物対策も重要（本来の

みどりを守るために） 

クビアカツヤカミキリによる、

桜・梅・桃への被害を未然に防が

ねばなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・箕面市の山間・山麓部では、シカによ

る食害防止、生物多様性の保護のた

め、山麓保全活動において防鹿ネッ

トの設置を行っており、今後も植生

回復や災害リスクの低減のため、関

係団体と連携し、支援を行っていき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外来生物対策については、市のホー

ムページで注意喚起を行うととも

に、山麓保全委員会や市民団体と連

携し、調査や対策を進めており、今

後も市民・行政・専門家が協力し、効



 　アメリカオニアザミの広範囲の

繁茂による、本来の植生の抑制を

招いては残念です。 

　外来生物の動向を、市民・行政・

専門家の協力で、調査し対策を進

めましょう。

果的な取り組みを進めていきます。

 ６ ・案では環境問題に対する世界的

潮流の中で、緑が重要な役割を果

たすとされています。SDGｓの実

践が課題になります。緑を守る多

面的な市民の活動を育て支えて

頂くことが重要です。 

再生可能エネルギーの創出や緑

の回復力、森林保全、森林活用の

工夫、生産緑地や箕面の田畑を残

す手立てなど計画案に具体的に

わかりやすく盛り込むように提

案します。 

・地域別の調査もされていますが、

東部は開発がすすみ、「緑」がどの

ようにいかされるのかがわかり

ません。大型店舗、データセンタ

ーなどの計画と緑の整合性の計

画も必要です。 

箕面萱野駅の大きな道路の緑化

も喫緊の課題です。街路樹や公園

の適切な維持管理や緑化推進の

積極的推進を求めます。 

・箕面市を示す自然と緑、内容が多

い基本計画を共有するために短

期間のパブコメではなく、地域に

でかけることも含め、みんなの財

産になるように時間をかけるこ

とを是非検討頂きたい。

・計画の背景や目的において、近年の

社会的背景や環境問題への世界的な

潮流を整理し、みどりが環境保全に

おいて重要な役割を果たすものとし

て期待されていることに言及してい

ます。 

・みどりの将来像を実現するための基

本方針と具体的な取組・施策を計画

に位置付けています。 

 

 

 

・現在進められている東部地区の開発

については、基本計画との整合が図

られるよう事業者に対して、指導し

ていきます。 

・街路樹や公園の適切な維持管理、緑

化の積極的な推進に取り組んでいき

ます。 

 

 

 

・基本計画の策定にあたっては、パブ

リックコメントだけでなく、市民ア

ンケートや市民団体の代表者を含む

策定会議を実施し、幅広い意見を反

映しています。 

・計画策定後も、緑視率や市民満足度

アンケートの実施状況を公表するな

ど、計画における数値目標の達成状



 況に応じて、施策等の見直しを行い

ます。

 ７ ・１．アンケート結果について 

アンケートの結果の考察として、

「『満足している』の比率が前回

より高く」と記述されており、今

の方が満足度が高くなっている

かのような錯覚をおこす表現に

なっていることが気になります。 

前回のアンケートと比較すれば、

前回は、農地のみどり、街路樹の

みどり、公園緑地のみどり、住宅

地のみどり、いずれも「やや不満、

不満」を合わせても２１％以下し

かなかったにもかかわらず、今回

のアンケートでは、「やや不満、不

満」を合わせると４０％前後にな

っています。すなわち、平成２１

年のころより倍近い割合で市民

が不満をもっているということ

です。少なくとも平成２１年のこ

ろの満足度になるよう努力する

必要があると思います。 

 

・開発事業等緑化負担税について 

それから、開発事業等緑化負担税

の使途ですが、これは「緑化」の

負担税です。基金の名前も「みど

り推進基金」であることから、緑

化の為の財源の筈です。「みどり

推進基金」の使途は、「森林整備」

「市街地緑化」「農地保全」に関す

る施策に充当しているとなって

いますが、唯一緑化と無関係の

「公園のトイレと遊具のリニュ

ーアル」が事業名として挙げら

・アンケート結果の経年比較におい

て、山なみ以外の市街地のみどりに

関して、満足度が前回より減少傾向

にあることを記載しています。 

・また、市街地の公共空間のみどり（主

に公園・緑地、街路樹など）について

は、維持管理に関するご要望が多く

寄せられており、みどりの質を高め

るためには、市民と行政が一体とな

って取り組むことが重要と考えてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「みどり推進基金」は、本市の貴重な

財産である良好な自然環境や住環境

をはじめとする都市環境を将来にわ

たって維持・保全・向上させるため

の施策に要する費用に充てることを

目的としており、その財源のひとつ

が開発事業等緑化負担税です。 

基金の使途については、「森林整備」

「市街地緑化」「農地保全」など、緑

化に関する事業に充当しています。 

基金を活用し、市街地における「みど

り」の拠点である公園整備を行うこ



 れ、のみならず、総事業費は、森

林整備、市街地緑化、農地保全の

中でも最高額となっています。 

この「みどり推進基金」を使って、

昨年から、急ピッチで「公園のト

イレと遊具のリニューアル」を開

始されていますが、トイレと遊具

は、直接のみならず間接にも「市

街地緑化」には繋がりません。 

公園緑地室は、「箕面市開発事業

等緑化負担税条例」第１条に「本

市の貴重な財産である良好な自

然環境及び住環境をはじめとす

る都市環境を将来にわたって維

持し、保全し、及び向上させるた

めの施策に要する費用に充てる

ため」とあるのを奇貨として、公

園の遊具やトイレのリニューア

ルは、「住環境をはじめとする都

市環境を将来にわたって維持し」

以下に当てはまると解釈できる

としたに違いありませんが、あく

までも「緑化」負担税であり、「緑

化等」負担税ではないことから、

この課税が緑化を目的としたも

のであることは一目瞭然です。 

もし、「住環境をはじめとする都

市環境」以下を、そのように解す

るなら、「水道管の更新」こそ、住

環境をはじめとする都市環境の

維持、保全にあたり、箕面市が今

最も必要としているリニューア

ルです。こちらの住環境の方がも

っと切実です。これに使うことが

できれば、大阪府水道企業団への

統合も急ぐ必要はなくなります。

とは、良好な住環境の向上につなが

るものと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 それなのに使わないのは、「緑化」

ではないとわかっているからで

す。 

公園のリニューアルを反対す

るわけではありませんが、本来の

一般会計の公園緑地室の予算内

で行うべきと思います。この財源

は「緑化」のための大事な財源で

あることを、公園緑地室、みどり

まちづくり部がきちんと把握し

て、市民の信頼を裏切らないよう

にしていただきたい。 

・３．街路樹について 

素案２－３には、「箕面らしいみ

どりの継承」として、⑧街路樹の

みどり　に、「豊中亀岡線、中央

線、山麓線などは豊かな街路樹が

植えられており、箕面らしいみど

りの景観を形成しています。その

他にも、桜並木や豊かな街路樹が

ある道路が多くあります。」と書

かれていますが、豊中亀岡線も、

山麓線も府道であり、街路樹は府

の管理ではないでしょうか？そ

して、唯一市が街路樹を管理する

中央線は、市役所以東は街路樹が

無い区間も長く、市役所以西のイ

チョウは黄葉前に強剪定されて

います。有名だった桜通りの桜並

木も次々伐採され、とてもこの記

載のとおりとは言えないと思い

ます。この記載通りの現実にして

頂きたい。 

 

街路樹の管理マニュアルも作成

中とのことですが、「落葉樹は、落

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・豊中亀岡線、山麓線は府道であり、街

路樹の管理は大阪府が行っています

が、これらの道路の街路樹は箕面ら

しいみどりの景観を形成しており、

将来にわたり継承できるよう市とし

ても府に対して適切な管理や保全を

働きかけていきます。 

・中央線や桜通り（市道才ヶ原線）な

ど、市が管理する街路樹については、

箕面市街路樹マネジメント計画に基

づき、適正に維持管理していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 葉後に剪定する」との項目を必ず

入れて頂きたい。樹木の生理を知

るものにとっては当然のことで

すが、知らない人のために入れて

おいていただきたい。これがマニ

ュアルに書かれているというこ

とで、職員の方が、「落葉前に伐っ

て欲しい」と言ってくる住民に

「落葉まで待ってください。マニ

ュアルにそうなっていますから」

と言えるようになります。そのた

めに、必要です。

 ８ ・緑の指標について、やはり緑被率

を書いていただきたい。 

　また、ヒートアイランド現象が起

こる中での樹幹被覆率は大いに

役立つためにどのようにして作

っていくのかも掲げて書いてい

ただきたい。 

みどりの量に満足していない。ク

ールスポットを街中に増やした

り、シンボルツリーを植えるよう

な試みもお願いしたい。 

　樹木の検査についての具体的な

方法や時期が不足していると思

われる。公園緑地かどこかに樹木

医や造園職の採用をお願いした

い。 

樹種に関しても植え枡や再生の

技法を取り入れる検討なども入

れて欲しい。 

･今回、美装剪定をしていく方針に

は大変評価しているが、街中の緑

をどう市民参画で作っていくの

かをもう少し盛り込んで欲しか

った。

・緑の指標については、「みどりの量」

を示す指標として、公園・緑地や森

林を含めた緑地の面積や市民一人当

たりの都市公園などの面積を指標と

しており、緑被率を計画に位置付け

る考えはありません。 

・ヒートアイランド現象の緩和に向け

ては、市内における街路樹や公園樹

などのみどりを適正に管理するとと

もに、ご意見にあった手法などを参

考にし、効果的な緑化の推進に努め

ます。 

・造園に関する技術者資格である１

級・２級造園施工管理技士は、本市

の技術職員採用の資格要件の一つと

なっており、実際に採用されている

職員もいます。 

 

 

・基本計画の策定にあたっては、パブ

リックコメントだけでなく、市民ア

ンケートや市民団体の代表者を含む

策定会議を実施し、幅広い意見を反

映しています。 



 ・計画策定後も、緑視率や市民満足度

アンケートの実施状況を公表するな

ど、計画における数値目標の達成状

況に応じて、施策等の見直しを行い

ます。

 ９ ・「箕面市みどりの基本計画（素

案）」の 3. 基本施作(pp. 54-65)

を中心に以下に提案を述べさせ

ていただきます。 

･1. 箕面市民の意識高揚策 

箕面市民が各自みどり保全の重

要性を意識し、まずは各自積極的

に自身の居住地でみどりを守る

行動をとらない限り、住宅地のみ

どりは荒廃します。箕面市民によ

って住環境やみどり保全に使え

る時間は異なりますが、その居住

環境と時間を活かして植物を育

て、みどりを守る意義や喜びを知

る必要があると考えます。 

　そのために、「全住宅にみどり

を」/「緑かがやくすみか」運動を

提唱いたします。 

　問題は具体的に何ができるかで

す。現役共稼ぎ子育て世代に植物

を育てることは時間的負担が大

きく難しいかもしれません。ひと

つのプランターを室内外にいず

こかに置くのがやっとかもしれ

ません。他方、退職後の健康高齢

者世代には一定時間があります。

後者の世代を中心に住宅地で緑

を増やし、前者の世代の方々が、

箕面の緑の中で子育てをするこ

とをよかったと将来思えるよう

にできないものかと思い、自身で

・現在、住宅地のみどりを増やす取り

組みとして、お住まいの近くの公園

や歩道において市民による花壇管理

や清掃活動をサポートする自主管理

支援制度を整え、緑を守り育てる喜

びや、みどりに関する活動を通じて

人と人が関わることにより、新しい

コミュニティーづくりを目指してい

ます。 

・また、建設行為にかかる緑化の運用

基準は、大規模開発だけでなく、個

人の戸建て住宅の建設にも適用して

おり、住宅地のみどりの確保に努め

ているところです。 

・いただいた意見を参考に、住宅地の

みどりを増やす取組を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 できることはすでに全力で行っ

ているつもりです。しかし、全市

民の生活環境は異なるので一般

化できません。 

　『もみじだより』に「プランター

を使った簡単で楽しい植物の育

て方」など面白い内容や経験談が

あれば、ネットにもアップされま

すから読んでもらえるかもしれ

ません。 

　箕面市の祭りなどで草花の種を

配布があれば有難いですが、本来

関心のない方を巻き込めるかど

うかは不明です。 

　尚、行政機関として市役所にお

かれましては、現行大規模土地開

発に適用されている緑化基準を、

今後すべての個人の戸建住宅に

適用するよう条例改正を行って

いただきたく存じます。詳細は３

参照。 

 

・2. みどりの重要性に関する教育 

(1) 市立の小・中学校で、箕面の

山間部を歩く行事（遠足）はもと

より、「授業として」箕面山に出か

けての写生会や動植物観察（とレ

ポート作成）の時間を設定し実施

する。「その際には、必ず樹木医の

方などその道の専門家や安全管

理者を非常勤で契約し、担任の負

担増にならないよう配慮する。」 

　数十年前、提案者が小学生の頃

は、授業中に裏山から大阪方向の

風景を描いたり、遠足時さまざま

なルートで箕面の滝、勝尾寺に登

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境学習については、各小学校の各

学年において創意工夫しながら様々

に実施しています。いただきました

ご意見は、今後の参考にさせていた

だきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ったりして、自然に親しむことが

できました。提案者は、小さいこ

ろのこれらの経験が現在の緑を

守る行為に繋がっています。 

(2) 市立の保育園（幼稚園）で、保

護者参加のもと田植えなどを行

う。 

　知り合いで、昔は田植え行事が

あったが今はなくなっているこ

とを残念に思われているご家庭

の話を伺ったことがあります。 

 

・３．「全住宅にみどりを」政策 

新(改)築の戸建住宅にも、すべて

（個人が自宅建設する場合でも）

大規模土地開発時や賃貸住宅建

設時に相当する植樹義務を、土地

の平米数に応じて課すことは効

果的と考えます。 

最近、戸建て住宅で土地にゆとり

があっても植樹せず、敷地をコン

クリートと砂利と建物で覆う工

務店があります。箕面に居住した

いと思う家族は当然の義務とし

て植樹すべきと考えます。植樹さ

れない場合は、植樹費用額相当

（恐らく数十万円）を建築確認申

請許可時または他の最適な時点

で追加納付するよう条例改正を

お願いしたく思います。申請図面

どおりなされていなければ、その

倍額を申請責任業者に収めさせ

るなどの罰金を徴収してくださ

い。また、一回でも違反のある申

請業者は箕面市での工事申請は

今後受け付けない等の罰則もつ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・建設行為にかかる緑化の運用基準

は、大規模開発だけでなく、個人の

戸建て住宅の建設にも適用してお

り、敷地面積に応じた緑化を義務付

けています。 

・基準に基づき適正に緑化されている

かどうか、職員による定期的な巡視

を行い、必要に応じて適切な指導を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 けるべきと考えます。 

 

･４．山なみ保全 

十分な管理がなされていない山間

部の「私」有地があれば、「市」有

地または国に働きかけて国有地

（国定公園を拡大?）として買収

し、責任をもって箕面市が管理い

ただくのが最短の解決策と考え

ます。 

以上、ご検討いただければ幸いで

す。

 

 

・山なみの保全のため、山なみ景観保

全地区の指定により、山麓部の開発

行為に厳しい規制を科すとともに、

山麓保全推進事業では、山麓保全委

員会を通じて自然緑地に指定された

山林について、所有者が行う山の手

入れへの助成を行うなどの取組を実

施しており、十分に管理されていな

い山間部の土地購入や国への働きか

けを行う考えはありません。

 １０ ・箕面市のみどりは、水田、ため池、

川を維持する考えを柱にしてい

ただきたい。沿道に、水田がある

と四季風景あり、箕面市ブランド

価値上がります。ため池は年 2 回

程度ゴミ拾いをボランティアで

行う、川はオオサンショウウオが

いる、箕面市広報キャラクターに

起用しましょう。水田、ため池、

川は生物多様性を向上させる場

所として重視して下さい。 

・鹿の食害はもりの永続性を無く

します。鹿駆除増加を該当箇所に

加筆下さい。 

 

 

 

 

・また 53 ページ、上あたり生物多

様性では特定外来生物の駆除を

加筆下さい。 

 

 

 

・箕面市のみどりの将来像を実現する

基本方針として、箕面らしい景観・

都市環境の保全や、みどりを通じて

まちの魅力アップを目指すため、農

地やため池の保全を施策に位置付け

ています。 

 

 

 

 

 

・箕面市の山間・山麓部では、シカによ

る食害防止、生物多様性の保護のた

め、山麓保全活動において防鹿ネッ

トの設置を行っており、今後も植生

回復や災害リスクの低減のため、関

係団体と連携し、支援を行っていき

ます。 

・外来生物対策については、市のホー　

ムページで注意喚起を行うととも

に、山麓保全委員会や市民団体と連

携し、調査や対策を進めており、今

後も市民・行政・専門家が協力し、効

果的な取り組みを進めていきます。 



 ・57 ページ、都市農業では高齢者中

心に米作りの受託を推進するを

提言いたします。10 年後も人口

14 万人都市であるので新規住民

は農地を住宅にするのではなく

家あったところに新築し、みどり

を減らさないようにして欲しい。

よろしくお願いします。以上

・農地を保全する主な施策として、生　　

産緑地地区の指定など農地保全に関

する制度の活用や、そのほかの営農

活動支援として、農業公社による、

遊休農地の抑制や新規就農者の育成

などに取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 １１ ･才ヶ原池の生物多様性の重要性

と保全について 

現在、才ヶ原池の水位は防災上の

理由から下げられていますが池

の周囲は池の岸壁が 

むき出し自然景観も損なわれ環

境低下が危惧されます。 

水位が低下する以前は池の水の

透明度も高く、水質もほぼ安定し

ている状態。 

豊かな自然景観が保たれ、毎年、

多くのマミズクラゲが発生し、モ

リアオガエルや希少種のベニイ

トトンボも生息する等貴重な生

物多様性が存在する場所でした。 

水位の低下によって池の水の透

明度は極めて低下し濁り、マミズ

クラゲやベニイトトンボ・モリア

オガエルもほぼ観察不可能とな

りつつあります。 

自然を誇る箕面は豊かな生物多

様性の宝庫である箕面才ヶ原池

・ため池の水位を通常よりも低く保つ

管理は、堤体への負担を軽減し、決

壊リスクを低減させる安全確保や、

大雨時に貯水容量を確保し、下流へ

の急激な流出を防ぐ洪水対策に有効

です。 

・低水位管理による影響と生物保護の

観点については、ため池の管理手法

に関する専門的知見を参考にしつ

つ、維持管理の方法や費用などの課

題を踏まえ、関係者の意見も参考に

しながら、今後も検討していきます。



 を自然環境のバトンとして次世

代へと引き継がなければならな

いと考えます。 

森町開発の時のように（大滝水脈

の寸断）一度壊れた自然は二度と

元にはもどりません。 

自然環境保全と防災が両立でき

るような対策を早急に講じる必

要があると感じ緊急 

性を持って進言致します。 

＊モリアオガエルは大阪府以外

の他の自治体では『天然記念物』

に指定されているところもあり

ます。

 １２ 【ため池の保全】 

近年、多くのため池にみられる

貯水量の低下は、大雨対策として

理解するものの、池の周辺の土壌

の水分供給に大きく影響してい

ることを危惧している。今のまま

では、箕面の植生にも各所で変化

が起こるのではないか。 

夏の異常なまでの暑さ、乾燥に

よる大きな森林火災も不安です。

そして、ため池そのものを住処と

する豊かな生きもの、ため池の側

面にみられる野草にも配慮をし

ていただきたい。 

また素案の中に、小・中・高校

生や学校との連携があまり述べ

られていないのではないか。この

計画のもと、若者は箕面に暮らす

のだから、極力、こどもたちとの

接点を増やしてほしい。特にコロ

ナ後は、市民と学校をつなぐ活動

が減ったと感じている。

・ため池の水位を通常よりも低く保つ

管理は、堤体への負担を軽減し、決

壊リスクを低減させる安全確保や、

大雨時に貯水容量を確保し、下流へ

の急激な流出を防ぐ洪水対策に有効

です。 

・低水位管理による影響と生物保護の

観点については、ため池の管理手法

に関する専門的知見を参考にしつ

つ、維持管理の方法や費用などの課

題を踏まえ、関係者の意見も参考に

しながら、今後も検討していきます。 

 

 

・環境学習については、各小学校の各

学年において創意工夫しながら様々

に実施しています。いただきました

ご意見は、今後の参考にさせていた

だきます。 




